
平成 30年度 静岡県地域福祉教育推進ワークショップ 
～かつてない試み！模擬授業から福祉教育の実践方法を学ぶ～ 

開催要項 
 

 

１ 趣  旨   

急速な少子高齢化の進行による人口減少や厳しい経済情勢の中で、住民同士の人間関

係が希薄化するなど、地域の支え合いの力が弱まりつつあり、こうしたことを背景に、

孤独死、虐待等に代表される様々な社会問題が顕在化しています。これらの問題に対応

するためには、社会連帯の考え方に立った住民の地域福祉活動を活性化させていく必要

があります。福祉教育は『共に生きる力を育む』まさに社会をつなぐ力を養い、これら

の問題に立ち向かう礎を築きます。 

その福祉教育を県内の小学校等で更に進めるために、学校で福祉教育を取り上げたい

と考えているがどのように進めたらいいのかわからない、どこに相談したらいいのかわ

からない、といった悩みを持つ教師や、他の講師の取組をなかなか知る機会のない福祉

教育講師（当事者講師、福祉施設、民生委員・児童委員等）に向けて、福祉教育への理

解を深め、より充実した活動の一助となるよう模擬授業を含むワークショップを行いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 日  時  ①東部・伊豆 平成 30年７月 31日（火）13時 30分～16時 30分 

②中部・西部 平成 30年８月 ２日（木）13時 30分～16時 30分 

 

３ 会  場  ①プラサヴェルデ コンベンションホールＢ     

②静岡県男女共同参画センターあざれあ 大会議室 

 

４ 参 加 費  無料 

 

５ 主  催  社会福祉法人 静岡県社会福祉協議会 

        静岡県社会福祉協議会地域福祉教育推進委員会 

 

６ 後援(予定)  静岡県、静岡市、浜松市、静岡県教育委員会、静岡市教育委員会、浜松市教育委員会  

 

７ 対 象   学校教諭（小学校、中学校、高等学校、特別支援学校）、教育委員会職員、

福祉教育講師（当事者講師、福祉施設、民生委員・児童委員等）、社会福

祉協議会職員等 

 

８ 定  員  １００人 

 

本ワークショップには、平成 30年４月に発行した「静岡県地域福祉教育の手引き～みんなちがっ

てもおなじ「いのち」～」を活用します。この手引きは小学校等と福祉教育講師を対象に、県内

で実際に取り組まれている福祉教育実践をまとめ、ねらいやポイントを記載しています。手引き

作成には静岡県教育委員会にも関わってもらい、使いやすさとそれぞれの実践の思いが伝わる内

容になっております。学校での福祉教育に手引き活用を検討している方は是非ご参加ください。 



 

９ 申 込 等 (1) 申込方法 別紙参加申込書を電子メール、FAX又は郵送にて提出して 

ください。 

       (2) 提 出 先      静岡県社会福祉協議会 福祉企画部地域福祉課 

               静岡市葵区駿府町 1-70 県総合社会福祉会館 3階 

              TEL:054-254-5224   FAX:054-251-7508 

               E-mail:volucen@shizuoka-wel.jp 

(3) 申込期限 平成 30年７月 23日（月） 

 

10 個人情報の取扱いについて 

本セミナーの参加申込を通じて取得した個人情報は本会（静岡県社会福祉協議会）が定

めるプライバシーポリシー（個人情報の保護に関する方針）に基づき取り扱います。 

 

11 内  容 

13：00～13：30 受 付 

13：30～13：35 開会・挨拶 

13：35～14：05 
趣旨説明、講話『学校における福祉教育の取組』 

 講師 愛知教育大学 名誉教授 増田 樹郎 氏 

14：05～15：05 

模擬授業①（30分） 

東部・伊豆 静岡県立沼津特別支援学校 遠藤 麻衣子 教諭 

中部・西部 静岡県立浜名特別支援学校 與五沢 恭子 教諭 

 

グループに分かれ意見交換（30分） 

 

 

 

15：05～15：15 休 憩 

15：15～16：15 

模擬授業②（30分） 

東部・伊豆 下田アイフレンズ 代表 土屋 まさ代 氏 

中部・西部 特定非営利活動法人 地域支援ネットゆう 

理事 杉本 和美 氏 

 

グループに分かれ意見交換（30分） 

 

 

 

16：15～16：30 全体共有 

16：30 閉 会 

 特別支援学校と普通学級の子どもたちの交流時に、導入として行われる授業

を実際に体験します。障害などの個性について知ることも、福祉教育です。 

また、模擬授業の後は意見交換をし、感想や思いを参加者と共有することで、

理解を深めます。 

 実際に学校等で福祉教育を行っている講師の方に模擬授業を行って頂きま

す。東部・伊豆の土屋氏は視覚障害があります。また、中部・西部の杉本氏

は車いすで生活されています。講師の方が実際にどのような授業を行ってい

るのか体験し、その後意見交換を行います。 



＜会場までのアクセス＞ 

 

 ●東部・伊豆会場：プラサヴェルデ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JR沼津駅から徒歩 3分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●中部・西部会場：男女共同参画センターあざれあ 

 

 

 

 

 

JR静岡駅から徒歩 9分 

 

 



静岡県社会福祉協議会  

福祉企画部地域福祉課 中嶋 行き 

≪FAX:054-251-7508≫ 

≪E-mail:  volucen@shizuoka-wel.jp≫ 

 

 

 

平成３０年度静岡県地域福祉教育推進ワークショップ参加申込書 

 
 

 

 

１ 

フリガナ  

参加者氏名  

所属団体名  

電話番号  参加会場 

（いずれかに○を） 
東部・伊豆  中部・西部 

介助・補助

等の有無 

□手話通訳 □要約筆記 □車いす 

□その他（                ）※必要箇所に☑してください 

 

 

 

２ 

フリガナ  

参加者氏名  

所属団体名  

電話番号  参加会場 

（いずれかに○を） 
東部・伊豆  中部・西部 

介助・補助

等の有無 

□手話通訳 □要約筆記 □車いす 

□その他（                ）※必要箇所に☑してください 

 

 

 

３ 

フリガナ  

参加者氏名  

所属団体名  

電話番号  参加会場 

（いずれかに○を） 
東部・伊豆  中部・西部 

介助・補助

等の有無 

□手話通訳 □要約筆記 □車いす 

□その他（                ）※必要箇所に☑してください 

 

※申込書の確認、当日の会場変更等により、個人の連絡先又は所属先に連絡することがあります。 

 

≪申込期限 平成 30年７月 23日(月)必着≫ 
 

 

この申込書は本ワークショッ

プ以外には、使用しません。 

mailto:%20volucen@shizuoka-wel.jp

